
④自動で反映・集計

⓪コンテンツの公開

いつでも状況を正確に確認
参加登録とポイント申請を同時にできる

管理システム

ポイント管理システム

齟齬なく次世代生の
状況を把握

ポイント管理システム概要

①参加登録
ポイント申請

③承認

②出席・レポート等
確認

これから

これまで

次世代生 運営

次世代生 運営

イベントに参加・論文発表
などでポイント取得

⇓
取得したポイントを自分で管理

主催イベントなどの
出席状況から

ポイント状況を管理

年1回の研究報告書でしかポイント
取得状況のすり合わせができず、
齟齬が発生する危険性があった



ポイント管理システムの使い方➀ログインとホーム画面

① https://point.phd.niigata-u.ac.jp/login へアクセス
学籍番号(小文字)と学務情報システムのパスワードを

 入力してログインしてください

システムから面談予約をすることができます。

面談以外の問い合わせはこちらから。

https://point.phd.niigata-u.ac.jp/login
https://point.phd.niigata-u.ac.jp/login
https://point.phd.niigata-u.ac.jp/login
https://point.phd.niigata-u.ac.jp/login


ポイント管理システムの使い方➁ポイント状況の確認

「合格済み」のポイント数
が表示されます

「合格済み」と「参加登録中」の
ポイント数の合計が表示されます

ユニットに応じた必修コンテンツのうち、まだ合格がないものが表示されます

参加募集中、ポイント申請受付中のコンテンツが表示されます。

コンテンツによってはレポート、事前提出資料などが課されることがあります。
運営から修正依頼がある場合はこちらに表示されます。

コンテンツ名をクリックすると、登録画面に移ります。

「登録済み・確認中」：登録されています。運営処理中です。
「履修許可」：コンテンツへの参加が許可されています。
「履修不許可」：コンテンツへの参加はできません。
「合格」：ポイントが付与されています。 「不合格」：ポイントは付与されません。



ポイント管理システムの使い方➂コンテンツ画面

募集期間中のみ、参加申込書・ポイント申請が可能です。
イベント・セミナー等 

→ 募集期間中に参加登録をしてください。
参加状況を確認してポイントを付与します。

論文・学外発表等
→通年ポイント申請が可能です。

ポイント申請に必要な書類、付与条件などを記載しています。
必ず確認してください。

忘れずに登録をしてください



注意事項

• 本システムは次世代生のみが利用可能です。
• 本システムでポイント申請とコンテンツへの申込が同時に処理されます。

➀セミナー・イベント関係
（キャリアマネジメントセミナー、PhDリクルートフォーラム等）
→ ポイント対象となるセミナーは、申込開始時にシステムに公開します。
申込期間中に登録をしてください。
次世代生の皆さんは一般学生の申込フォームへの登録は不要です。
システムから登録をお願いします。
※ポイント対象でないコンテンツはシステム以外からの登録をお願いする場合があります。

➁通年コンテンツ（論文・学会発表・マルチラボなども含む）
→年度内のいつでもポイント申請が可能です。
コンテンツによっては確認書類が必要な場合があるので、コンテンツの説明文をよく読み、
アップロードのうえ「ポイント申請」をしてください。

増額申請やユニット配属など、ポイント取得状況に基づき判断することがあります。
運営の判断タイミングで最新の取得状況で判断ができるよう、小まめにシステムへ登録するよう
にしてください。



ポイント取得確認書類　※該当するものをシステム上へアップロードしてください。

博士のための経営・起業入門セミナー

ー

日本学術振興会特別研究員制度への申請

国内学術誌への投稿（筆頭のみ、共著は対象外）

国際学術誌への投稿（筆頭）

国際学術誌への投稿（共著）

・公表されていれば論文PDF、受理されていれば受理メール

・公表されていれば論文PDF、受理されていれば受理メール

・当該論文の掲載雑誌の最新IFがわかる書類（スクリーンショット等）

・公表されていれば論文PDF、受理されていれば受理メール

・当該論文の掲載雑誌の最新IFがわかる書類（スクリーンショット等）

博士学位取得に必要な論文数を超える論文投稿

日本学術振興会特別研究員の採用（内定含む）							

オープンキャンパスでのポスター掲示または講演

ー

ー

ー

ー

ー

アカデミックライティング講座

PhDリクルートフォーラム

マルチラボに関連した成果に関する国際学会発表

ジェネリックスキルセミナー②「プロジェクトファシリテーション」

ジェネリックスキルセミナー③「研究者のビジネスマナー」

博士のためのキャリアセミナー

インターンシップ

JOB型研究インターンシップ

企業研究サイトビジット

BDA(ビッグデータアクティベーション)研究センター夏期講習

・スライド、ポスター等の発表資料

・発表した学会の概要がわかる資料（発表者としての氏名が掲載されている部分を含む）

・スライド、ポスター等の発表資料

・受入先、期間がわかる資料（受入承諾書またはメールの写し等）

・参加したことが確認できる資料（受入先又は所属研究科に提出するレポート、終了後の受入先とのメール写し等）

・公表されていれば論文PDF、受理されていれば受理メール

ー

ー

ー

ー

ー

JST等主催イベントにおける発表（未来の博士フェス、大学院教育改革フォーラム）

13大学合同 博士向け企業合同説明会

他大学のマッチングイベント

3大学博士研究融合セミナー

項目

U-goサロンにおける発表

博士交流会

YDSC(若手データサイエンティストコロキウム)の企画・運営

マルチラボ（学内短期留学）

マルチラボ（学際的研究）に関連した成果に関する学内発表

マルチラボに関連した成果に関する国内学会発表

ジェネリックスキルセミナー①「交渉学」

博士のためのキャリアマネジメントセミナー

年度末シンポジウム（報告会）への参加

年度末シンポジウム（報告会）におけるポスター発表

年度末シンポジウム（報告会）における登壇（発表orパネリスト等）

ー

・参加レポート

ー

ー

必要書類

ー

ー

ー

・マルチラボ開始届、マルチラボ終了届（必要に応じてマルチラボ期間変更届）

ー

ー

ー

ー

ー

・スライド、ポスター等の発表資料（年度末シンポジウムで発表の場合は再提出不要）

・U-goサロン・年度末シンポジウム以外で発表した場合は、発表した会等の概要がわかる資料または発表している様子

を写した写真等

・スライド、ポスター等の発表資料

・発表した学会の概要がわかる資料（発表者としての氏名が掲載されている部分を含む）
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